
別添4

製造承詑o1有無 導入状況 備 考

ルクセンブルク メチレンブル-による血嫌の不活化 メ卓L,ンブル-による血焚の不活化を導入

カナダ 不活化技術に対する承艶はない 未導入 メチレンブル-不活化血韓の導入を検討中

スイス 不活化技術に対す.る承認はない
今年から. 25%の血矧こ対してSD処理をして供給

血小板ついては未導入
アモトサレンによる血小板不活化革認申請中

オラシダ 不活化技術に対する承認はなしi 未導入

ノルウ土- アモトサレンによる血小板の不活化 -部の血液センタI.院内血液銀行でのみ導入

ズJ5イン
メチレンブル丁による血紫の不活化
アモトサレンによる血小板の不清化

ー部の血液センタ-でのみ導入

イタリア
メチレンブル-による血輯の不活化
ア毛トサレンによる血小板の不清化

一部の血液センタ-でのみ導入

ギリシア メチレンブル-による血叛の不活化 一部の血液センタ-でのみ導入

ロシア メチレンブル-による血姥の不清化 -部の血液センタ-でのみ薄入 モスクワ市内の血液センターで導入

マレ--シア アモトサレンによる血小板の不活化 -部センタ-で小児対象に導入

シンガポール メチレンブル-による血津の不活化 一部でのみ轟入 アモトサレン評価試験中

韓国 不活化技術に対する承認はない 未導入

串EU各国では,リボフラビンによる血小板不活化は原則導入可能 一J以上ノ日本赤十字社.血液製剤機横が知り得た情報を基に作成
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